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新新語

十番勝負

　有料自習室のこと。共有スペースとしてサロンやイベントスペースもそろっています。月会費を払っ
て会員登録すると自習室が使えて、コーヒーは無料。ビールやワインも有料で用意されています。「英
検」や「宅建」「簿記」など資格をとるために自習をする女性が多いとか。部屋には安心して入られる
ように出入り口はオートロックシステムで、ドアを入ると案内係が部屋まで誘導してくれます。

勉強カフェ

■
「
か
る
ち
ゃ
〜
ナ
ビ
」
の
シ
ネ
マ
紹
介
（
前
月

号
）『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
イ
』
を
読
ん

で
ぜ
ひ
と
も
原
作
を
読
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
毎

年
の
よ
う
に
ヒ
ッ
ト
ア
ニ
メ
を
製
作
し
て
い
る
ジ

ブ
リ
の
目
の
つ
け
ど
こ
ろ
は
さ
す
が
で
す
。
題
名

が
ま
ず
心
を
ひ
き
つ
け
ま
す
し
、
物
語
の
内
容
が

今
ま
で
に
な
い
設
定
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
い
ま

す
。
本
当
に
読
み
た
い
本
は
尽
き
ま
せ
ん
。

 

峰　

朋
子
（
吹
田
市
関
連
労
働
組
合
）

■
「
大
阪
の
戦
跡
を
歩
く
」
の
記
事
が
気
に
入
っ

て
読
ん
で
い
ま
す
。

 

田
中　

恭
介
（
吹
田
市
職
労
）

■
暑
い
夏
の
図
書
館
は
、
の
ん
び
り
す
ご
す
高
齢

者
と
宿
題
の
ネ
タ
探
し
の
子
ど
も
た
ち
と
、
そ
の

子
ど
も
に
く
っ
つ
い
て
く
る
小
さ
い
兄
弟
た
ち
。

そ
の
保
護
者
の
あ
せ
り
気
味
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
大

盛
況
。
に
ぎ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

の
く
ら
し
を
豊
か
に
、
楽
し
く
す
る
お
手
伝
い
が

で
き
て
い
る
の
か
な
ー
。
毎
日
楽
し
い
職
場
で

す
。

 

道
旗　

秀　

（
富
田
林
市
職
労
）

■
モ
ス
ク
ワ
は
大
変
な
猛
暑
に
よ
る
火
災
で
煙
害

が
お
こ
っ
て
い
る
と
か
。
世
界
的
な
異
常
気
象
で

す
ね
。
国
を
越
え
て
地
球
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

 

木
戸　

亜
子
（
大
阪
府
職
労
）

■
９
月
末
で
定
年
退
職
を
迎
え
ま
す
。
長
く
も
短

く
も
感
じ
た
１
年
で
し
た
。
第
二
の
人
生
を
元
気

で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

 

池
嶋　

隆
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
本
紙
の
名
語
録
「
良
い
戦
争
、
悪
い
戦
争
な
ど

あ
っ
た
た
め
し
が
な
い
」（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
）
を

読
み
、
戦
後
65
年
の
夏
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和

の
尊
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

 

池
田　

隆
司
（
堺
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　一度結婚式をあげた夫婦が、結婚10年目、20年目といった節目にもう一度結婚式を行うこと。離
婚が増える一方で、こんな結婚式を行う夫婦も最近増えているそうです。若いときは経済的余裕が
なく、思うような式をあげられなかったために、少し余裕のできた20年目などにもう一度式を挙げま
す。有名なレストランや邸宅を貸し切ったりと、最初の挙式とは違うプランが選択できるそうです。

セカンド挙式

タ
テ
の
カ
ギ

❶
車
↓
運
転
手
。
飛
行
機
↓

❷
ア
ミ
ダ
○
○
、
宝
〜
、
貧
乏
○
○

❸
○
○
○
勝
手
の
よ
い
道
具

❹
気
管
の
下
端
で
左
右
の
肺
に
枝
分
か

れ
し
て
い
く
部
分

❺
大
○
○
を
ふ
る
う

❻
大
げ
さ
に
表
現
す
る
こ
と
。
○
○
○

○
法

❾
事
実
と
違
う
こ
と
を
本
当
の
よ
う
に

よ
そ
お
い
○
○
○
○
○
を
打
つ

10
反
対
方
向
か
ら
走
っ
て
く
る
車

12
そ
っ
く
り
＝
○
○
ふ
た
つ

14
強
制
的
に
と
ど
め
お
く
こ
と

　

シ
ベ
リ
ア
○
○
○
○
○

17
金
品
を
だ
ま
し
と
る
こ
と

18
極
め
て
細
か
い
こ
と

19
話
の
○
○
を
折
る

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
速
達
郵
便
の
略

❷
い
っ
て
ひ
い
た
豆
の
粉
。
○
○
○
餅

❼
○
○
よ
り
育
ち

❽
顔
つ
き
、
容
貌
。
○
○
○
○
○
の
整

っ
た
人

10
人
間
の
コ
レ
は
ほ
ぼ
36
℃
台

11
優
越
的
地
位
。
○
○
○
に
立
つ

13
さ
し
さ
わ
り
、
○
○
○
○
を
き
た
す

15
○
○
○
○
○
に
買
い
言
葉

16
魚
を
漁
船
の
方
に
誘
い
寄
せ
る
火

19
ひ
と
り
用
の
へ
や

20
主
と
な
っ
て
審
査
す
る
人

21
土
と
砂
。
○
○
○
く
ず
れ

22
動
物
の
診
療
や
治
療
を
す
る
医
師

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
10
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
０

年
11
月
号
の
紙
面
に
掲
載

７
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
０
年
７
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ネ
ッ
チ
ュ
ウ

シ
ョ
ウ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
45
通

の
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で

次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
池
田
康
子（
大
阪
市
労
組
）、
▼
坂
下

祥
治（
堺
市
職
労
）、
▼
関
本
和
恵（
東

大
阪
市
職
労
）、
▼
平
井
良
太（
交
野
市

職
労
）、
▼
松
田
幸
宏（
吹
田
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：この秋、学校で保育園で…

７月号の解答
「ネッチュウショウ」

ダイキチ キサク
ウド ケツリユウ
ヘ キンウン ホ
イシヨ シジユウ
キヨウネン キ
ン リ ボウダイ
ジユウ カルビ

ズコウ タイマツ

共 済 コ ー ナ ー
◆ 加入者の声お寄せ下さい ◆
掲載者には図書カードをプレゼント！
○応　募： クロスワードパズルと同じ様

式・同住所へ。宛先は「大阪
自治体の仲間」共済本部

○応募の締め切り　９月末
○ 匿名希望、イニシャル希望などお書き
添え下さい。

1 2 3 4 5 6

7 8 9

10

11 12 13 14

15

16 17 18

19 20

21 22

　

自
動
車
共
済
に
加
入
さ

れ
、
記
名
被
共
済
者
を

「
同
居
の
子
ど
も
」「
別

居
の
扶
養
の
子
ど
も
」
と

さ
れ
て
い
る
場
合
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。「
別
居
」

「
結
婚
・
就
職
」
さ
れ
る

前
に
車
の
使
用
者
を
今
後

ど
う
さ
れ
る
か
、
必
ず
届

出
が
必
要
で
す
。

　

別
居
後
で
は
等
級
の
継

承
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
書
記

局
に
連
絡
下
さ
い
。

　前月（８月）号の大阪自治労連ボウリング大会で上位入賞者のうち一部の方の名前
に誤りがありました。慎んでお詫びをし、下記のように訂正させていただきます。

個人の部／１位　横井亨さん（吹田市職労）、５位　松本丈司さん（吹田市職労）

　橋下知事は「財政構造改革プラン」
で、福祉４医療（老人、障害者、一人親
家庭、乳幼児）助成の改悪、千里救命救
急センター支援事業の廃止、病院運営費
の削減を打ち出しています。これで府民
の健康はどうなるのか？各分野からの報
告を受けて、府民のいのちと健康をまも
る取り組みの方向を考えます。ぜひご参
加下さい。

▲

日時　2010年９月25日（土）13：30開会▲

会場　社会福祉指導センター研修室
　　　　 （地下鉄谷町線・長堀鶴見緑地
 線　「谷町６丁目」下車）▲

主催　大阪府関係職員労働組合

◆
自
動
車
共
済
◆

記
名
被
共
済
者
が

「
子
ど
も
」の
場
合

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

大
阪
自
治
労
連
公
務
公
共
一
般
労
働

組
合
は
、「
働
く
仲
間
の
き
ず
な
を
深
め

る
交
流
会
」
を
８
月
８
日
（
日
）
に
大

阪
グ
リ
ー
ン
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
非
正
規
の
組
合
員
に
加

え
、
正
規
職
員
の
組
合
役
員
も
ふ
く
め

て
50
人
が
参
加
。
各
職
場
で
の
闘
い
、

仕
事
の
状
況
な
ど
を
出
し
合
い
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

働く仲間のきずなを深める交流会を開催
公務公共一般労組

大阪府職労自治研集会　保健・医療分科会

「どうなるの！府民の健康」
あ
な
た
の
人
生

す
べ
て
が
筒
抜
け
に
?!

　政府が導入しようとしている「社会保障・税に関わる共通
番号制度」は、国民のプライバシー侵害、社会保障改悪など
に結びつくおそれがでています。国民・納税者の権利を保障
する立場から、問題点を考えるシンポジウムです。ぜひご参
加下さい。▲

日時　2010年10月３日（日）13：30開会▲

会場　府立ドーンセンター大会議室
　　　　（京阪・地下鉄地に町戦「天満橋駅」下車）▲

資料代／500円▲
問題提起・コーディネーター／鶴田廣巳（関西大学教授）▲
シンポジスト／坂本団（弁護士）、黒田充（自治体情報政

策研究所代表）、大阪自治労連税務部会、医療社会保障団体▲

主催／㈳大阪自治体問題研究所、大阪自治労連税務部会

税
と
社
会
保
障
の

共
通
番
号
制
度
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

おわびと訂正


